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１。 目的

市業体等 にお ける 森林整備 ‾冬業へ のＵ ＡＶ の禾Ｕ目促菟 とも粉Ｒ生源筒策 の戛状を加

り、 スギ人工林等 の利 ＪＩ の拡大を 図る ため研修会を 実施 し、 林業事業体の経営 強化と

技術者の育成確保をはかる ため、Ｍ修会を実施す る。

２。 研修のねらい

スギ花粉素生抑制技術の把握

令加 ５年 ５ｊ　３０　日にち粉症に 関す る関係閣僚会議におい て取 りま とめ られた「花

粉症筒策 のを体像」で は、 １０ 年後 にも粉を生簒 とな るス ギ人工林 をめ ２割減争させる

こと を目 指し て、 （ア ）ス ギ人工林の伐採・ 植替 え等の加速化 、（ イ） スギ材需要の拡

大、 （ウ ）た粉の夕な い苗本の 生涯。拡大、 （エ ）林業の生監性の ［ｉ５］ 上‾）Ｅｋび労働力の確保等

の取組を集中的に推進する こと とされた。

本格 白り な利鴇期 を竟えた人工林の 主伐 ・ぢ澂林の増加が 覧えまれ るこ と等 を踏ま

え、 花粉発生源対策と して 、ス ギ人工林等の利只］を進め ると とも に、 花粉の少ないス

ギ苗木の生産や植栽、 広葉樹の導入 によ る１十広荒交の育成複層林等への誘導等によ

り、 た粉の争ない多様で喚な九森林への転換等を促ま していく こと がを蒭である。

そのため、森林旃業関係者等が一体 となってスギこを粉発生源笂策に取 り組むこ とが

重要であ ると の視点か ら、 現在取り 祖ま れて いるＷ究やが策につい て、 現状 を知 ると

とも に、 今後対策を講 じる 上での参考にする ため研修会を実施する。

３。 講　師

東京農業大学 教授　　 ／」 ヽ塩海平

「パルカ ット の実鴇化によ る花粉症筒策」



スギのＳａをＭらすことでａＳの飛散Ｓをｌｑｌえる■ｉ究

２０ ２４ 年も憎き た粉症の シーズンがやって きた。鼻水や 目の かゆみ、 頭痛などにぢ まさ

れ「懾入 での筒応 はも う張界」 と嘆 いて いる 人も 多い だろ う。 「花粉佐は多 くの 国民を

悩ま せ続 けて いる 社会 問題。国 民の安心安をの確保に ［白］け 、花粉症筒策 を強力にまめ

る」　 岸ｍぢ相 は２３年 １０ Ｒ、 花粉症に関する回係閣僚会議でこう 発回 した。政府は昨

年、 花粉症筒策を本格化。 スギの人工林 を１０年後に ２割減、 ３０ 年後 には花粉のを生ｔ

を半減さ せる などの目 標を掲げ るｏ 「林野庁はス ギを 『伐 って利万』』 『植 え替え　 『花

粉を 芭さ せな い』 とい うこつの対策 を掲げて いま す。 が、 伐採や植え替 えは祖実的では

あり ませ ん。 隹国 にス ギ林は４５０ 万ヘ クタ ール、ほぼ九 リヽ ｜ヽ｜の 自損ほど存在 しま す。 一方

で林業従事者は減 り続け、 今は ４万 ５０００ 人ほ どしかいない。つまり 、１ 人当 たり １年に

１ヘクタールを伐採しても １００年かか ります」 小塩海平 （こ しお ・かいへい） ／東京農

業大学国際農業現発学科教授。　１９ ６６ 年静岡県生ま れ。 著書に『農学 と戦争祕られ ざる

満鴨報国農場』『国際農業開Ｒ入匹』など

こう 話すのは、東京農業大学の小吏海平教授だ。 長年、花粉に関する研究を続け 、２１

年に は『花粉症と 人類　 （岩波新書） をｉ版し た。 え年は豪ｍに より は」 で地滑り が発生

する こと も増 えて いる 。た粉症筒策 とし てス ギ林を伐採・ 更新する こと によ る大害対策

上の莠利益も無視でき ない。そ こで有力視さ れている のが 、／ｊヽ塩教授が研究する スギ笂

粉の飛散ｔを大幅に減らす力まだ。

「花粉は雄花から飛びます。花粉を 芭さ せないた めに、ス ギの雄花だけ を枯 らすので

す。 試行錯誤 をす る中 で、 植物 油を ５％ の乳化液 にし て夏 から 秋に散布する と、 ほぼ全

ての雄花 をき択的 に枯死さ せら れる こと が分かり まし た　 その 後、 Ｒ間企業 とあ回で改

良を加え、天然油脂日ヨ来の界面活性剤をス クリ ーニ ングする こと に成功しました」 「き

びｉ した界面恬を剤は食品添加物なので、人体はもち ろん動植物にほと んど影響を与え

ません。 土壌分解性も 高い ため 、地下水汚染の９念も ない 。　 １６ 年に は［『パルカ ット 』と

いう 佑で農薬を録 しま した。パルカ ット を何度か束ねて散布すれば、９ 割江上の雄覬を

枯らすこ とができ ます」「パルカッ トの希釈度（３～２２ 倍希釈） やｔ、ノ ズルのタイプ

（ス プレー、 スト レー ト、 フォ ーム ジェ ット ）を さま ざま なパ ター ンで組み試験 しまし

た。 最も効果が高 く、 ８割の雄花が枯れたの が、 ２２ 倍希釈のパルカッ トを １ヘクタ ール

葹た り１３５０リ ットル、 フォームジェ ット ノズルを用いて散布したパターンです」

「総 じて 、高濃度曵ｔ散布では雄花の褐変は ２割程度だっ た一方、 低濃度多ｔ散布では

およ そ７ 割の花粉珮歌を抑制できる との結論に回 りま した」「残された課鼈はいかに低

コス トで効率よく 散布する か。 有人ヘリ コプターの費用が １日 ３００万～５００ 万ＰＩほ どか

かり ます し、 そも そも ヘリ コプター の数がＷ られてい ます」昭和の水田 に農薬を まいて

いた 時代には ノズル付 きヘ リコ プタ ーがを国 にあ った が、 令和 の現在で は１０台程度し

か残っていないと いう 。増やす とな ると 、海夕卜から輸入する 関イ京で覬間がかかっ たり。

ＰＩ 安の影響もあ って ノズルだけで も２０００万円八上も かかった りす るそ うだ。

ブレイク スルーで期待されているのが、 ノズルではな くバケッ ト（バケ ツ） を万ｊいる

散布パタ ーン。バケッ トな らどんなヘリ コプターでも 装着 して散布でき ると いう 。栃木

県での簒験に続い て１ ０　Ｊｊ　と１ １　ＪＩ 、こ のバケッ トに よる 試験 （た だし散布 した のは水）

を静岡県 と北海道で行った。そ の他、ド ロー ンを Ｊ１１い た試験も継続 して行っ てい る。

パルカッ ト飛散の実篦化に ［白］けて貴台を集め るな ら、 民間企業から 芭資を募ると か、ク

ラウ ドフ ァンディ ングをしてみるのも手ではないだろ うか７



「私 は笂粉症筒　 につ いて は、 国の 予算 でや るべ きだ と思 う。 なぜ なら 、元 はと 言えば
国策でス ギを植林 したからです。加えて、どの兆城から出た花粉が どこ まで飛んで被害
をも たら している かの解獸があ まり 進んでお らず、各 自治体で解決でき る問鼈ではあり
ません」

国を相手淘、つた スギ花粉症裁判がを訴 されたの が１ ９９３年 ３大ｌ。 林 黔`庁 はこ の裁判が
始ま る夕 し前 にや っと ｔい豫を 上げ て、 笂粉発生源筒策に乗り ｉし たそ うだ （『た粉症
と人類』 から ）。 それから さら に３０年たっ てい るこ とを薦え ると 、国の動 きはきいと
言わざる を得ない。

「覬粉症によ る労側Ｊ力低下の経済損宍額は、１ 日售たり め２２１５億 ＰＩ とい う窄ま脆表もあ
りま す（パナ ソニ ック 、２０年 ２Ｊｊ５ 日） 。国 は責任を もっ て取 り祖むべ きで あり 、花粉
樞鴪策に関する議員廱ｔも でき て補ｉＥ予算もついたのだから 、よ り迅嵬に対ホ して ほし
いですね」

最後 に、 このＭ・のゴールについて尋ねた。

「パルカ ット散布の良い点は、 翌年に散布しなければスギ林は原状回復でき るこ とで

す。 もし 、莠具合が起 こっ ても リセ ット でき ると いう のは大き な利ぶです　 私は　最終
的に全国 のス ギの雄花 の５ 割程度が枯れ る状態に持っ てい けれ ばと ℡、 つて いま す　 枯れ
るス ギ、 生ま れる スギ とい うス ギ林のｔ 東代謝も考慮すべきだ と考える から です

「パルカ ット で雄花を枯らすと 、ス ギの成長が促まされる こと が分かっ ていますｏ本来
なら花粉の生成のためにせわれていた養分が、他の器官の成長に回るか らです。 木材と
して の価値が 高ま るの で、 スギ林の 多く をお める 民有林所有者 との合意京成 とい うハー
ドル も低 くな るはずです」

「こ の技術が 目指すの は、 スギ花粉の飛散を １０ ００ ０防止す るこ とではあ りま せん　ロ」で
雄花が５ 割枯れる だけでも 、距離が離れた人ｍへの飛散ｔはかなり 減り ます。風が全方
鸚に均等に吹 くと 仮定する と、 距離の２ 乗に反」ニヒ例して夕なく なる でし ょう 。これな
ら、 花粉症が ずい ぶん軽く なっ たと 皆が 実感 でき ると 箟、いま す」

ＬＵ の自 然を守り つつ人力 を花粉症から救う

く。
／ｊヽ塩教授の社会実装への挑戦は続


